
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

基本情報技術者試
験

③ 　　１０人 　　　８人

人 OCJ-P Bronze ③ 　　１４人 　　１４人
人 Oracle 12c SQL基礎 ③ 　　２４人 　　２４人

人

％

％

（令和 3

8 名 6 ％

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

■中退防止・中退者支援のための取組
クラスワーク（友達作り）、担任面談の実施、出席管理（欠席者への電話連絡）、保護者会の実施、補習、補講

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　無
※有の場合、制度内容を記入

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

令和3年4月1日時点において、在学者142名（令和3年4月1日入学者を含む）
令和4年3月31日時点において、在学者134名（令和4年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

学習意欲低下、進路変更、体調不良

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

http://comp.ecc.ac.jp/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
履歴書添削・面接指導・筆記試験対策・求人情報紹介・マ
ナー指導・業界セミナー開催・学内企業説明会の実施・作品
発表会の実施　など個々に応じた対応
■卒業者数 34
■就職希望者数 30

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
株式会社システナ、株式会社テイジイエル、株式会社システ
ムインテグレータ、協和テクノロジィズ株式会社　他

（令和３年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■その他
・進学・編入者数：1人

年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■就職者数
：

29

96.66666667■就職率　　  　　　 　　　　：
■卒業者に占める就職者の割合

： 85.3 ※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいず
れかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
・Cisco Networking Academy Program 【Semesters】　8名
・ＩＴパスポート試験　12名

長期休み

■学年始め：4月11日
■夏　　季：8月1日～8月31日
■冬　　季：12月17日～1月9日
■春　　季：3月1日～3月31日
■学 年 末：3月31日

卒業・進級
条件

（卒業の要件）　卒業該当学年の各コースに設定された単位のうち、５４
単位を修得しているものに対して、学年末に卒業判定会議を開催し、学
校長が卒業を認定する。
（進級の要件）　進級該当学年の各コースに設定された単位のうち、５８
単位を修得しているものに対して、学年末に進級判定会議を開催し、学
校長が進級を認定する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 学園祭、ＩＴカレッジ作品発表会（+Ｅ展）、学内コンテスト（ＥＣ
Ｃ　ＥＸＰＯ）、セブ島ＩＴオンライン留学・クラス担任による出欠確認、電話による対応 ・担任による個別面

談
・保護者会 ・ホームルームでのクラスワーク
・ピアサポート制度（授業中、放課後） ■サークル活動： 有

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
授業出席率が75％以上であること。
総合評価点が60点以上であること。

162人 132人 35人 5人 7人 12人

- -
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間 2568 660 2310 -

認定年月日 平成27年2月17日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

工業 工業専門課程
マルチメディア研究学科

IT開発研究コース
平成17年文部科学省認定 -

学科の目的
ＩＴ及びゲーム業界で必要とされるソフトウェア開発技術、知識及びチーム制作の実践教育を通じて高度な技術力・柔軟な思考力・豊かな人間性を有し、
創造力・リーダーシップ・問題解決力に優れた企業及び社会が必要とする人材を育成すること。

06-6366-0144
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人山口学園 昭和58年11月22日
理事長

酒元　英二

〒530-0015
大阪府大阪市北区中崎西２丁目１番７号

（電話）

ECCコンピュータ専門学
校

平成9年3月28日 納谷　新治
〒530-0015
大阪府大阪市北区中崎西２丁目３番３５号

（電話） 06-6374-0144

（別紙様式４）

令和4年7月31日※１
（前回公表年月日：令和3年9月30日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。
３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

①

③

③

③

-

-

-

-

-

-

-

-

-

（年間の開催数及び開催時期）

良原　貴弘
EＣＣコンピュータ専門学校　専任教員

ＩＴカレッジ　システム分野責任者

令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

瀧本　龍嗣
EＣＣコンピュータ専門学校　専任教員

ＩＴカレッジ　Ｗｅｂ分野責任者

令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

徳田　典
EＣＣコンピュータ専門学校　主幹教員

ＩＴカレッジリーダー

令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

内山　豊彦
EＣＣコンピュータ専門学校　専任教員
ITカレッジ　ネットワーク分野責任者

令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

石田　雄太
EＣＣコンピュータ専門学校　専任教員

システム分野副責任者

令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（９月、２月）

（開催日時（実績））
第１回　令和3年9月17日　15：30－17：00
第２回　令和4年2月10日　15：15－17：00

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

1. 教育課程編成委員会の目的
　ＩＴ業界は変化の激しい業界であり、必要とされる知識技術も年々変化している。そういった就業先業界における人材の専門性に関
する動向、新たに必要となる実務に関する知識、技術などを十分に把握、分析した上で当該専門課程の教育を施すにふさわしい授業
科目の開設または授業内容・方法の改善工夫等を行うために教育課程編成委員会（以下「編成委員会」という）を設ける。
2. 教育課程編成委員会の構成
　編成委員会は校長、校長が指名する教職員、及び当該学科の専攻分野に関する企業等（以下「企業等」という）から校長が委託す
る委員により構成する。委員の任期は、2年とする。ただし、委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残存期間と
する。委員は、再任することができる。
3. 教育課程編成委員会の運営
　編成委員会の委員長には校長が就任する。委員長は、会務を総理し、編成委員会を代表する。委員長に事故があるとき、又は、委
員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代理する。編成委員会は必要と認める場合に委員以外の者に
出席を求めることができる。学校側委員は企業等委員に対しカリキュラム、科目、授業方法を説明し必要があれば授業参観などの機
会を作り十分な情報提供に努める。その上で企業等委員からの意見を収集し記録する。編成委員会は委員以外の企業からも積極的
に情報を収集しそういった意見をも踏まえて議論を行うものとする。
4. 教育課程編成委員会実施結果の活用
　教育課程編成委員会の実施結果については、マルチメディア研究学科当該コースを構成する教職員により十分に検討し、有効な方
策に関してはこれを採用し、速やかに授業科目の開設または授業内容・方法の改善を行い教育内容の質の保証と向上に継続的に努
める。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）については学科の担当分野責任者が教員
や目標業界の企業からのヒアリングなどの情報を基に原案を作成し、教育課程編成委員会に提出し意見を求める。教育課
程編成委員会の意見について再度検討し、学校長、教務、進路、入試広報責任者から成る学校運営会議に案を提出し決
定する。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

中嶋　道太郎 ヤフー株式会社
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（２年）

田中　明夫
EＣＣコンピュータ専門学校　専任教員
ＩＴカレッジ　チーム制作分野副責任者

令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

令和4年5月1日現在

名　前 所　　　属 任期

鷲北　賢
一般社団法人コンピュータソフトウェア 協会

(さくらインターネット株式会社)

令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

下浦　顕 カコムス株式会社
令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

弓手　弦 株式会社　システナ
令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

納谷　新治 EＣＣコンピュータ専門学校　学校長
令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

伊澤　幸徳
EＣＣコンピュータ専門学校　副校長・教務課責

任者

令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

池田　宗人
EＣＣコンピュータ専門学校　キャリアセンター

責任者



研修名：IT系専門学校向けウェビナー
（連携企業等：株式ビーアライブ
期間：令和3年5月26日、令和3年7月27日、令和3年7月29日
対象：ITカレッジ所属の専任教員
内容：IoT機器、AI教育、VR/AR、ICTビジネスにおける企業のサービス・製品を知り、次年度のカリキュラム策定の参考にす
る。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：初年次教育学会第14回大会
（連携企業等：初年次教育学会）
期間：令和3年9月11日 - 令和3年9月12日
対象：主に学生支援を担当する教職員
内容：1年生を対象とした学生生活と学習をスムーズに移行できるための各種取り組みを、大学の事例から学び、今後のカ
リキュラム設計を検討する。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
1. 推薦学科の教員に対する研修・研究の目的
　教務規約第３５条に定められている通り、教員の質を一定以上に保つことと技術の向上のために、業界で使用されている標準技術、最新技術等
を教員が直接企業等から学ぶ研修と、教授技術等の教育に関わる研修を毎年度それぞれ1回以上実施する。
2. 推薦学科の教員に対する研修・研究の運営
　研修については講師を本校に迎え入れて教員全員が同時に受講する全体研修と、一部の教員が参加する外部研修を適時組み合わせて実施す
る。一部の教員が参加する外部研修については、その研修内容について報告会を実施するなどして教員全体へその情報を伝える。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

卒業制作演習(IT）
学習の集大成として、オリジナルのシステム開発の制作を
グループを組んで行う。

株式会社システナ

ITシステム開発演習Ⅱ
ＩＴ系のシステムを企画・製造・プレゼンテーションを行い、
多人数による開発の経験と技能向上を目指す。

カコムス株式会社

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
1.企業等との連携による実習・演習等の目的
　業界で使用されている標準技術、最新技術等を学生が体験し習得する為に、企業等と連携して実習・演習を行う。
2.企業等との連携による実習・演習等の運営
　企業等との連携による実習・演習等は本校教員と企業等から派遣された担当者が共同して実施する場合と、企業等から提供された
カリキュラム及び教材をもとに本校教員が授業を実施する場合がある。実施された実習・演習等については教務責任者、担当分野責
任者及び教育課程編成委員会で内容を検証し改善を図る。
3.企業等との連携による実習・演習等の評価
　本校教員と企業担当者が共同して実施する場合は、授業の成果に対して企業担当者の評価を基に本校教員が成績評価を行う。
　カリキュラム等を提供されて実施する場合は、企業等の成績評価規程に従って本校教員が成績評価を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

作品制作授業の中で、作品制作の技術指導やスケジュール管理などの実践的な演習を目的とする。中間や期末に作品を
評価し、学期末の作品制作発表会やECC EXPO（学内行事）にて作品展示し、参加企業に講評いただく。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

教育課程編成委員会の企業・団体に定期的に授業参観や技術指導、講演、作品講評などの機会をつくり、学生の情報を
提供できる環境を整えている。その学生の状況を把握していただいた形で委員会を開催し意見を集約している。また同委
員会にて調査・研究された現場のエンジニアに必要とされる知識・技術とコミュニケーション力を元に、現行のカリキュラムに
て企業と連携した学生の育成を実施出来る様に改善している。



（６）教育環境

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか
・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修の場等について十分な教育体制
を整備しているか
・防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集

・高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取組を行っているか
・学生募集活動は、適正に行われているか
・学生募集活動において、資格取得・就職状況等の情報は正確に伝えられているか
・学生納付金は妥当なものとなっているか

（８）財務

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
・財務について会計監査が適正に行われているか
・財務情報公開の体制整備はできているか

（３）教育活動

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか
・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に
対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか
・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか
・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・
開発などが実施されているか
・関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・
見直し等が行われているか
・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実
習等）が体系的に位置づけられているか
・授業評価の実施・評価体制はあるか
・職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか
・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
・資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか
・人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか
・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供
先を確保するなどマネジメントが行われているか
・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力
育成など資質向上のための取組が行われているか
・職員の能力開発のための研修等が行われているか

（４）学修成果

・就職率の向上が図られているか
・資格取得率の向上が図られているか
・退学率の低減が図られているか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されてい
るか

（５）学生支援

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか
・学生相談に関する体制は整備されているか
・学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか
・学生の健康管理を担う組織体制はあるか
・課外活動に対する支援体制は整備されているか
・学生の生活環境への支援は行われているか
・保護者と適切に連携しているか
・卒業生への支援体制はあるか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われて
いるか
・関連分野における業界との連携による卒後の再教育プログラム等を行っているか

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者評価委員会の委員に対して、授業や作品発表会の見学機会を作り、学生の取り組みを確認する環境を整えて
いる。そこで学生の状況を把握していただいた上で、委員会を開催し意見を集約している。また、同委員会にて本校の教育
運営活動を「専修学校における学校評価ガイドライン」の11項目に基づいて、課題点を中心に意見を交換し、次回に向けて
改善するきっかけにしている。特に、教育活動・学修成果・学生支援については毎回活発な意見交換が行われている。

（９）法令等の遵守

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
・個人情報に関し、その保護のための対策がとられて いるか
・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか
・自己評価結果を公開しているか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか
・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか
・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に
実施しているか

（１１）国際交流

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか
・受入れ・派遣等において適切な手続き等がとられているか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか
・学内での適切な体制が整備されているか

（１）教育理念・目標

・ 理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になってい
るか）
・ 学校における職業教育の特色は何か
・ 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか
・ 理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されている
か
・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方
向づけられているか

（２）学校運営

・目的等に沿った運営方針が策定されているか
・事業計画に沿った運営方針が策定されているか
・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能し
ているか
・人事、給与に関する制度は整備されているか
・教務・財務等の組織整備など意識決定システムは整備されているか
・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか
・教育活動に関する情報公開が適切になされているか
・情報システム化等による業務の効率化が図られているか

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「学生支援相談に関する研究会」
（連携企業等：内閣府認証NPO法人 学生文化創造）
期間：令和4年10月27日-令和4年10月28日
対象：主に学生支援を担当する教職員
内容：コロナ禍を過ごした学生をどう支援していくか、地域との交流、地域活性化をどう進めるか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

1. 学校関係者評価の目的
　本校は実践的な職業教育の質保証、向上のために、自己評価、及びそれを基にした学校関係者評価を実施する。また学校関係者
評価を行う主体として学校関係者評価委員会（以下「関係者委員会」という）を設ける。
2. 学校関係者評価委員会の構成
　関係者委員会は、関連業界等関係者、卒業生、保護者または地域関係者、その他校長が必要と認める者から校長が委託する委員
によ構成する。委員の任期は、2年とする。ただし、委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残存期間とする。委員
は、再任することができる。
3. 学校関係者評価委員会の運営
　関係者委員会に委員長を置く。委員は校長が招集し、委員長がその運営にあたる。校長が必要と認める場合は、委員以外の者の
出席を求めることができる。関係者委員会は、委員の過半数が出席しなければ開会することができない。校長は自己評価の結果を関
係者委員会に報告し、意見を聴く。関係者委員会は、自己評価の進捗状況に応じ次年度の計画策定までの間に開催しなければなら
ない。
4. 学校関係者評価委員会実施結果の活用
　委員長は、関係者委員会による評価結果をまとめ、報告書を作成する。校長は関係者委員会の評価結果についてその意見を尊重
し、教育活動及び学校運営等の質の保証と向上に継続的に努めなければならない。
5. 学校関係者評価結果の公表
　校長は学校関係者評価結果について公表する。本校では「学校評価実施規定」に則り、令和2年9月5日に学校関係者評価委員会を
開催した。令和元年度の自己評価報告書をもとに関係者の意見・評価を別途「学校関係者評価報告書」に取りまとめ、平成2年9月30
日、自己評価報告書とともに学園ホームページ上に公開している。２回目の学校関係者評価委員会は令和2年2月19日に開催してい
る。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名：CEATEC 2022（シーテック 2022）
（連携企業等：一般社団法人電子情報技術産業協会）
期間：令和4年10月18日 - 令和4年10月21日
対象：IT教育に携わる専任教員
内容：Society5.0時代の新たな社会インフラとなる技術やサービスを展示やカンファレンスを通して知ることで、今後の教育
方針とカリキュラム設計を検討する。



種別

企業等委員

企業等委員

高校教員

地域関係者

保護者

卒業生

卒業生

田中　かおる 保護者 令和3年4月1日～令和5年3月31日（2年）

小橋　勇太 卒業生 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

谷　優 卒業生 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

任期所　　　属名　前

（１１）その他 ●学則　●学校運営の状況に関するその他の情報

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL: https://comp.ecc.ac.jp/about/self_evaluation/

（８）学校の財務 ●貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価 ●自己評価・学校関係者評価の結果　●評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況 ●留学生の受け入れ・派遣状況　●外国の学校等との交流状況

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（５）様々な教育活動・教育環境
●学校行事への取組状況
●課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動等）

（６）学生の生活支援 ●学生支援への取組状況

（７）学生納付金・修学支援
●学生納付金の取り扱い（金額、納入時期等）
●活用できる経済的支援措置の内容等（奨学金、授業料減免等の案内等）

（２）各学科等の教育

●入学者に関する受け入れ方針及び入学者数、収容定員、在学学生数
●カリキュラム（科目配当表(科目編成・授業時数)、時間割、使用する教材な
ど授業方法及び内容、年間の授業計画）
●進級・卒業の要件等（成績評価基準、卒業・修了の認定基準等）
●学習の成果として取得を目指す資格、合格を目指す検定等
●資格取得、検定試験合格等の実績
●卒業者数、卒業後の進路（進学者数・主な進学先、就職者数・主な就職
先）

（３）教職員 ●教職員数（職名別）　●教職員の組織

（４）キャリア教育・実践的職業教育
●キャリア教育への取組状況
●実習・実技等の取組状況
●就職支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
　本校では、文部科学省生涯学習政策局が平成２５年３月に発表した「専修学校における学校評価ガイドライン」附属資料
５「専門学校に おける情報提供等への取組に関するガイドライン」の趣旨および取組に当たっての視点、情報提供の内容・
方法に則り、本校が設定する 項目について本校及び学園のホームページ上で広く一般に公開するものとする。
　連携および協力する企業等の学校関係者に対してもホームページ上で公開している情報を提供するとともに、学校関係
者評価委員会や 教育課程編成委員会等の委員会を通じて本校の教育活動その他の学校運営の状況について理解を深
めていただくものとする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画

●学校の目標及び計画、経営方針、特色
●校長名、所在地、連絡先等
●学校の沿革、歴史
●その他の諸活動に関する計画

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:　https://comp.ecc.ac.jp/about/self_evaluation/
公表時期：令和4年7月31日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

中上　隆雄 済美地域社会福祉協議会 令和3年4月1日～令和5年3月31日（2年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和4年7月31日現在

令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）インフォームシステム株式会社伊藤　裕一

野間　伸治 株式会社アコードセブン 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

貴治　康夫 高校教員 令和3年4月1日～令和5年3月31日（2年）
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1 ○
プログラミン
グ基礎演習

IT業界で広く使われるJava言語を使って基
礎的な構文やアルゴリズムを学ぶ。

1
前

120 8 ○ ○ ○ △

2 ○
プログラミン
グ設計演習

IT業界で広く使われるJava言語を使ってオ
ブジェクト指向型プログラミングを学ぶ。

1
後

120 8 ○ ○ ○ △

3 ○
Webサイト制
作（フロント
エンドⅠ）

Webサイトの構築で利用されるクライエント
サイドの言語構造（HTML）・視覚表現
（CSS）とサーバーサイドプログラミング言
語（PHP）について学びます。

1
前

60 4 ○ ○ ○ △

4 ○
Webサイト制
作（サーバサ
イドⅠ）

サーバサイドスクリプト言語PHPのプログラ
ミングを学習し、データベースを利用した
動的Webサイトを構築する知識・技術を習得
する。

1
後

60 4 ○ ○ ○ △

5 ○
スマートフォ
ンアプリ開発
演習Ⅰ

スマートフォンやタブレットなどのデバイ
スで動作するアプリを作成する授業

1
後

60 4 ○ ○ ○ △

6 ○
データベース
演習Ⅰ

システムでデータを管理するために利用さ
れるデータベースをMySQLを使って学習する

1
後

60 4 ○ ○ ○ △

7 ○
ネットワーク
基礎演習

ネットワークの基礎知識や開発に必要な
ツールの操作を学ぶ。シミュレータなどの
ソフトウェアを利用してネットワークの構
築を行う。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

8 ○
IT 基 礎 演習
（電子制御）

Raspberry PiとESP32を使用して電子部品の
制御を体験する

1
前

60 4 ○ ○ ○ △

9 ○
システム開発
概論

エンジニアになるためにはどのような技術
が必要なのか、エンジニアなるための基礎
技術を学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

10 ○
ハードウェア
概論

コンピュータを構成するハードウェアの仕
組みや働きについて学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

11 ○
ソフトウェア
概論

コンピュータを効率よく動かすためのソフ
トウェアの種類や利用技術について学習す
る。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

12 ○ アルゴリズム
プログラミングの基盤となるアルゴリズム
の基礎を学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

13 ○ アセンブラ
基本情報技術者試験用アセンブラ言語
（CASLⅡ）を学習する

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

14 ○ IT検定対策
令和4年12月又令和5年1月の基本情報午前免
除試験，令和5年1月にOCJP-Java Bronzeの
合格。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

15 ○
基本情報（上
期）対策

基本情報処理技術者試験に必要な知識の習
得

1
後

90 6 ○ ○ ○ △

16 ○ 初年次教育

１年生を対象に基礎学力リサーチの実施、
クラスワークを通じての仲間づくり、情報
リテラシーによるITスキルの向上、さらに
は防犯対策、メンタルヘルスを身につけさ
せることにより有意義で安全な学校生活を
目指す。また、「７つの習慣」を身につけ
ることによる、「自己肯定感の育成」や他
人を思いやる学生の育成を目指す。

1
前

0 0 ○ ○ ○

17 ○
外国語Ⅰ（英
会話上級）

English conversation necessary for your
career in computing taught by bilingual
and native English lecturers. Advanced
level.

1
前

30 2 ○ ○ △ ○

18 ○
外国語Ⅰ（英
会話中級）

English conversation necessary for your
career in computing taught by bilingual
and native English lecturers.
Intermediate level.

1
前

30 2 ○ ○ △ ○

19 ○
外国語Ⅰ（英
会話初級）

English conversation necessary for your
career in computing taught by bilingual
and native English lecturers. Beginner
level.

1
前

30 2 ○ ○ △ ○

20 ○
外国語Ⅰ（日
本語超級）

留学生対象。日本語能力試験N１取得者がビ
ジネスレベルの日本語を目指す。

1
前

30 2 ○ ○ △ ○

21 ○
外国語Ⅰ（日
本語上級）

留学生対象。日本語能力試験N１取得を目指
す。

1
前

30 2 ○ ○ △ ○

22 ○
外国語Ⅰ（日
本語中上級）

留学生対象。日本語能力試験N2取得を目指
す。

1
前

30 2 ○ ○ △ ○

23 ○
外国語Ⅱ（英
会話上級）

English conversation necessary for your
career in computing taught by bilingual
and native English lecturers. Advanced
level.

1
後

30 2 ○ ○ △ ○

24 ○
外国語Ⅱ（英
会話中級）

English conversation necessary for your
career in computing taught by bilingual
and native English lecturers.
Intermediate level.

1
後

30 2 ○ ○ △ ○

25 ○
外国語Ⅱ（英
会話初級）

English conversation necessary for your
career in computing taught by bilingual
and native English lecturers. Beginner
level.

1
後

30 2 ○ ○ △ ○

26 ○
外国語Ⅱ（日
本語超級）

留学生対象。日本語能力試験N１取得者がビ
ジネスレベルの日本語を目指す。

1
後

30 2 ○ ○ △ ○

27 ○
外国語Ⅱ（日
本語上級）

留学生対象。日本語能力検定試験1級取得を
目指す。

1
後

30 2 ○ ○ △ ○
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28 ○
外国語Ⅱ（日
本語中上級）

留学生対象。日本語能力試験N2取得を目指
す。

1
後

30 2 ○ ○ △ ○

29 ○ Web演習Ⅱ
JavaScriptやAjaxを活用し、ユーザビリ
ティの高い実践的なWebサイト構築技術を習
得する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

30 ○
サーバサイド
スクリプト言
語演習Ⅱ

PHPでのオブジェクト指向やフレームワーク
技術を習得し、Webサイト構築の応用知識を
学習する。

2
前

60 4 ○ ○ ○ △

31 ○
スマートフォ
ンアプリ開発
演習

独自のスマートフォンアプリケーション作
品を制作する。

2
後

60 4 ○ ○ ○ △

32 ○
データベース
演習Ⅱ

データベースの設計及びRDBMS(MySQL)の管
理について学習する

2
前

60 4 ○ ○ ○ △

33 ○
Ciscoネット
ワーク演習Ⅰ

Cisco Networking Academyの教材を利用
し、ネットワーク技術およびネットワーク
機器の基本設定を学ぶ。

2
前

60 4 ○ ○ ○ △

34 ○
Ciscoネット
ワーク演習Ⅱ

Cisco Networking Academyの教材を利用し
てネットワーク技術およびネットワーク機
器の基本設定を学ぶ。

2
後

60 4 ○ ○ ○ △

35 ○
UNIXサーバー
構築演習Ⅰ

UNIX/Linuxベースのサーバー構築の基礎知
識を学習する。

2
前

60 4 ○ ○ ○ △

36 ○
UNIXサーバー
構築演習Ⅱ

UNIXベースのWebサーバーをはじめとした
様々なサーバーの構築、運用方法を学習す
る。

2
後

60 4 ○ ○ ○ △

37 ○
IoT制作演習
Ⅰ

Arduinoマイコンボードを用いて様々な電子
部品の制御を行い組込み開発の基礎を習得
する。

2
後

60 4 ○ ○ ○ △

38 ○
コ ン セ プト
ワーク（IT）
Ⅰ

テーマ、コンセプト、キーワードからなる
企画の組み立て方の基礎を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

39 ○
コ ン セ プト
ワーク（IT）
Ⅱ

テーマに沿って複数のコンセプトからのア
プローチと企画書の制作を目指す。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

40 ○
システム設計
概論

システム開発の手順、システム設計の基本
的な考え方を習得し、開発の実践力につな
げる。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

41 ○
ITシステム開
発演習Ⅰ

チームで開発テーマに沿ったシステムの開
発を学習することでシステム開発の進め方
と多人数によるコミュニケーション力向上
を目指す。

2
前

120 8 ○ ○ ○ △

42 ○
ITシステム開
発演習Ⅱ

ＩＴ系のシステムを企画・製造・プレゼン
テーションを行い多人数による開発の経験
と技能向上を目指す。産学連携授業。

2
後

120 8 ○ ○ ○ △

43 ○
キャリアデザ
イン

仕事観を学び、就職に対する意識を高める
とともに、早期から就職活動が行なえるよ
うに準備する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

44 ○ 就職対策Ⅰ
一般的な知識や社会情勢を学習し、目標と
する業界の就職試験および就職活動に役立
つ能力を身につける。

2
後

30 2 ○ ○ ○

45 ○
外 国 語 Ⅲ
（ TOEIC 対
策）

1年生で培った英語力、特に文法を復習しな
がら、TOEICのPART5強化を狙う。
また、毎回のリスニングとリーディングの
演習でTOEICの形式に慣れスコアアップを狙
うと同時に全般的な英語力アップを目指
す。

2
前

30 2 ○ ○ △ ○

46 ○
外国語Ⅲ（英
会話中級）

English conversation necessary for your
career in computing taught by bilingual
and native English lecturers.
Intermediate level.

2
前

30 2 ○ ○ △ ○

47 ○
外国語Ⅲ（英
会話初級）

English conversation necessary for your
career in computing taught by bilingual
and native English lecturers. Beginner
level.

2
前

30 2 ○ ○ △ ○

48 ○
外国語Ⅲ（日
本語超級）

留学生対象。日本語能力試験N１取得者がビ
ジネスレベルの日本語を目指す。

2
前

30 2 ○ ○ △ ○

49 ○
外国語Ⅲ（日
本語上級）

留学生対象。日本語能力試験N１取得を目指
す。

2
前

30 2 ○ ○ △ ○

50 ○
外国語Ⅲ（日
本語中上級）

留学生対象。日本語能力試験N2取得を目指
す。

2
前

30 2 ○ ○ △ ○

51 ○
外 国 語 Ⅳ
（ TOEIC 対
策）

1年生で培った英語力、特に文法を復習しな
がら、TOEICのPART5強化を狙う。
また、毎回のリスニングとリーディングの
演習でTOEICの形式に慣れスコアアップを狙
うと同時に全般的な英語力アップを目指
す。

2
後

30 2 ○ ○ △ ○

52 ○
外国語Ⅳ（英
会話中級）

English conversation necessary for your
career in computing taught by bilingual
and native English lecturers.
Intermediate level.

2
後

30 2 ○ ○ △ ○

53 ○
外国語Ⅳ（英
会話初級）

English conversation necessary for your
career in computing taught by bilingual
and native English lecturers. Beginner
level.

2
後

30 2 ○ ○ △ ○

54 ○
外国語Ⅳ（日
本語超級）

留学生対象。日本語能力試験N１取得者がビ
ジネスレベルの日本語を目指す。

2
後

30 2 ○ ○ △ ○

55 ○
外国語Ⅳ（日
本語上級）

留学生対象。日本語能力試験N１取得を目指
す。

2
後

30 2 ○ ○ △ ○

56 ○
外国語Ⅳ（日
本語中上級）

留学生対象。日本語能力試験N2取得を目指
す。

2
後

30 2 ○ ○ △ ○

57 ○
AWSクラウド
演習Ⅰ

AWS academeyのカリキュラムに従い、AWSを
通じてクラウドサービスの技術を学習す
る。

3
前

60 4 ○ ○ ○ △



58 ○
AWSクラウド
演習Ⅱ

AWS academeyのカリキュラムに従い、AWSを
通じてクラウドサービスの技術を学習す
る。

3
後

60 4 ○ ○ ○ △

59 ○ IoT制作演習
ボード型コンピュータRaspbery Piを用いて
IoTシステムの構築方法を習得する。

3
前

60 4 ○ ○ ○ △

60 ○
システム設計
演習

システム開発の仕組み、及びシステム設計
の基本的なスキルを習得し、開発の実践力
につなげる。

3
前

60 4 ○ ○ ○ △

61 ○
ITシステム開
発演習Ⅲ

ＩＴ系のシステムを企画・製造・プレゼン
テーションを行い多人数による開発の経験
と技能向上を目指す。産学連携授業。

3
前

120 8 ○ ○ ○ △

62 ○
卒業制作演習
（IT）

学習の集大成として、オリジナルのシステ
ム開発の制作をグループを組んで行う。

3
後

270 18 ○ ○ ○ △

63 ○ ITゼミ演習Ⅰ
各専門分野の高度な知識について検証・研
究する。

3
前

120 8 ○ ○ ○ △

64 ○ ITゼミ演習Ⅱ
各専門分野の高度な知識について検証・研
究する。

3
後

120 8 ○ ○ ○ △

65 ○ 就職対策Ⅱ
一般的な知識や社会情勢を学習し、就職活
動に役立つ能力や社会人としての基本的な
ビジネスマナーを身につける。

3
前

30 2 ○ ○ ○

４４科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 ２７６０単位時間(   184単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

（卒業の要件）卒業該当学年の各コースに設定された単位のうち、５４単位を修
得しているものに対して、学年末に卒業判定会議を開催し、学校長が卒業を認定
する。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週


